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経
资
}

K

の
揺
篮
期
に
、
自
他
共
に

「

エ
コ
：ノ
ミ
ス
'-
b」

L
e
s

ふconomistes: 

と
麻
し
た
仏
蘭
西
の
学
者
達
の
小
夂
ル
ー
プ
の
人
.々
は
、.へ
彼
等
办
肺
龙
と
し
て 

の
ヶ
ネ-

F
r
l
o
i
s

'<
o
§
s
n
a
y
の「

経
済
表
の
公
式
の.天
才
的
発
明
以
来、
. 

該
科
学
は
！
®
 

S子sa
e
n
c
e
.

CDxacte 

.と
な
り
.、
其
の
一
扨
の
問
題
は
幾' 

何
学
並
び
に
代
数
学.の
問
題
と
等
し
ぎ
厳5£
に
し
て
不
可
抗
的
証
明
を
受
く
る
く 

に
：至
つ
た」(

s
u
y
r
e
s
— p. 442:

■邦
訳『

ヶ
ネ
.丨
全
集』

第
三
卷
.一
丨
七.三
頁)

. 

も
の
で
、「

こ
の
公
式
の
発
明
は
経
済
学
の
完
成
と
見
做
さ
れ

」

.(s
u
v
r
e
f
:
,

 
p. 1

5
5
:

邦
訳
！*ヶ
ネ
ー
全
集
.

』

第一

卷
ニ
六
八
頁)

得
る
4'
'
の
で
、「

外
国
の
：
 

.諸
著
述
家
の
中
、
，何
人
も
今
日
迄
道
徳
並
び
に
政
治
の
諸
原
則
全
体
を
知
悉
す 

る
こ
と
な
く
、
何
人
も
亦
、
こ
れ
を
精
密
科
学
と
な
す
こ
と
：が
な
か
つ
た
の
は

. 

真
実
で
あ
る
。
こ
の1

は
仏
蘭
西
入
に
ー

——

晋
々
の
師
に_

残̂
1
置
か
れ 

た
の
で
あ
る」

(osuvres., p. .716. n
o
t
e

'.')

と
主
張
し
.て
.
.い
る
。：■し
か
し
.. 

な
が
ら
こ
の
直
接
の
弟-p .
達
の
加
か
る
宗
派
的
の
火
の
よ
う
な
讃
辞
は
む
し
ろ

彼
等
.の
：教
義
が

全

面

的
'に
拒
否
さ
れ
る
機
縁
と
な
る
に
茧
っ
た
も
の
で
、

.

ヶ

ネ 

は
資
子
的
経
済
学
者
と
し
て
は
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
値
す
る
以
下
の
も
の 

し
か
受
け
て
お
ら
ず
し
て
、
そ
の
経
済
表
も
経
済
学
の
古
典
の
一
つ
と
し
て
認 

め
ら
れ
な
が
ら
も
難
解
で
殆
ん
ど
 

'一
般
に
は
理
解
さ
れ
ず
し
て
奇
異
の
感
を
.与 

え
つ
0 ;
尙
人
々
を
^.
ぎ
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
と
シ
ュ
ム
ぺ
I

タ
I Joseph 

A. S
c
h
u
m
p
e
t
e
r

 

:はそ
の
’
.

『

経
済
分
析
の
歴
史』(

s
s
t
o
r
^
o

H>Mcono- 

I
 Analysis, 

1
9
5
4
:

邦
訳
東
畑
訳
本
第
二
巻
四
六
四
頁
、

四
八
ニ 

頁
、
ー
五
〇1*

參
照)

に
述
べ
て
い
る
.0
エ
ン
ゲ
ル
ス
..
§
®
&
&
H
n
g
e
l
s

 

の
い
わ
ゆ
る
こ
の「

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の.謎」

を
解
く
に
は
、
現
在
に
於
て
、 

そ
の
発
明
者
ヶ
ネ
ー
が
置
か
れ
た
祖
国
仏
蘭
西
の
実
情
、
著
者
自
身
の
環
境
、 

及
び
そ
の
著
作
等'を
丹
念
に
擒
討
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
そ
の
著
作
に
就 

て
も
、
：
，そ
の
当
時
か
：ら
、

'
.
:
ヶ
ネ
ー
は「

書
く
こ
と
の
警
少
な
か
っ
た
の
は
ま 

さ
忙
彼
で
あ
る」

(
M
a
n
y
i
u
o
n
.
:
p
h
y
s
i
o
k
x
a
t
i
s
c
h
e

 

wriefe 

au 

d
e
n

. 

w
o
r
m 

Professor: 

O
O
F 

1

08
0
o'
と
考
え
ら
.れ
、「

而
も
そ
の
書 

く
や
殆
ん
ど
い
つ
も
格
言
風
で
不
分
明
で
あ
つ
た

」
(Blanqui, 

: Histoire

d
e

 F
E
c
o
n
o
m
i
e

 P
o
l
i
t
i
q
u
e

 e
n

 E
s
o
p
e
,

1
8
3
8
0
と
伝
え
ら
れ
、「

格 

言
以
外
殆
ん
ど
書
か
な
か
つ
た

」
(
L
s
o
n

 

d
e
L
a
v
e
r
g
n
^
.

'^L
e
s

s1'
?

- 

n
o
m
i
s
t
e
s

 f
r
a
n

loa
i
s
Q

P4
0d

i
x

丨

h
u
l
t
i
e
m
e

 siecle, 

1
8
7
o
vi
o 
と
さ
え
判 

断
せ
あ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
デ

ー

ル

E
u
g

か
§
 D

a
i
r
e

が
一
八
四
六
年
に 

更
に
オ
ン
ヶ
ンA

.dg
u
s
t

 

o
n
c
k
o
n

が
一
八
八
八
年
に
ヶ
ネ
ー
の.著

作

集

を

.
一 

刊
行
す
る
こ
'と
に
よ
り
て
、：こ
れ
等
の
誤
解
は
一
掃
さ
れ
た
が
、
其
の
後
に
も

V
.

 

ネ

ー

の

！

K
：

と
し
て
重
要
な
る
交
晚
が.パ
ゥ
エ
ル

s
t
e
p
h
a
n

tda
u
e
H

や
シ 

土

ルo
u
s
t
a
v
e

CQ*
c
h
e
l
l
e

に
よ
り
て
発
見
せ
ら
れ
た
の
で
あ.る
0
.従
'
?て

坂

''
. 

田
太
^

^
は

「

読
ま
れ
る
こ
と
の
少
な
い
こ
め
.思
想
家
及
び
そ
の
学
派
に
対 

し
て」

：
こ
の
其
の
後
に
公
表
さ
れ
た

「

論
稿
次
も
含
む
著
作
の
周
到
な
検
討
か.：.
- 

ら
は
じ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

」

と
考
え
ら
れ
、
：.ヶ
ネ
ー
生
誕
ニ
百
五
十
年
ノ 

(

昭
和
十
九
年
>
を
期
じ
て
、
：'そ
の
亂
業
の
刊
行
を
企
て
ら
れ
だ
の
で
ー
あ
る
^

-
 

大
戦
の
た
.め
に
漸
く
®
和
一
一.十
五
年
六
月
に
先
ず.

『

ヶ
ネ
.，
経

済

表

段

前

の

諸

： 

論
醫
が
摄
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

同

書「

訳
者
序
文
_
1
#照)

。
：':
'

■

、
.
.
''
,
.

続
い
て
坂
田
教
授
は
経
済
表
.に
関
す
る
ヶ
ネ
ー
の
著
作
の
規
莅
に
於
て
知
り 

得
ら
る
る
す
べ
て
を
邦
訳
す
る
と
と
に
よ
り
て
そ
の
：構
想
の
：時

間

的

推

移

を

示

.
 

め
さ
ん
と
企
図
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ゥ
レ
ル

カ

P

まe
u
l
e
r
s
s
e

の

『

ミ
ラ 

ボ
オ
文
書Jl

C
L
e
s

 jyf

a)l
m
s
c
r
i
t
s

 :

d>>
c
o
n

o-m
i
q
u
e
s

 d

ffl
F
r
a
n
g
o
i
s

 

Qlles- 

n
a
y

 
0
C+
P4
口 m

a
r
q
u
i
s

 d
e

 M
i
r
a
b
e
a
u

 a
u
x

 A
t
c
h
i
v
e
s

 Nat
i
o
j
l
a
l
e
s,

-

Paris, 1
9
1
G
J

を
宇
が
か
り
と
し
て
、
巴
里
の
.文
書
保
管
所
の
ブ
レ
バ
ン
矶
員 

C
h
a
r
l
e
s

 
B
H
a
i
b
l
.
.
,

の

劈

を

得

で

，

「

興
在
.に
お
い
て
可
能
な
る
最
大
限
度.
. 

.に
貫
く
こ
と」

( 「

餌
者
序
文
1
六
：頁
>
:
.
を

得

ら

れ

昭

和

ー

ー

一

十

1:
年
三
月
に
そ
の

.ケ
ネ
経
済
表

.

.

(

原
_表)

.
の
疑
義
に
就
て

『

ヶ
ネ
ー
経
済
表』

が
刊
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

■

.

済

轰

は「

原
作
が
名
う
て
の
難
物
で
あ
り
、
，
そ
れ
に
つ
い
て
の

f t

家
の 

解
釈
が
紛
々
た
る
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
.而
も
事
実
諸
家
の
解
釈
の
す
べ
て
が
原 

作
の
丹
念
の
検
尉
の.土
に
：立
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
ふ
し
が
あ
る
と
い
う
よ 

り
も
、
最
初̂

^

型
に
.
は

ま

-
た
解
釈
に
安
住
し
切
っ
て
い
る
場
合
が
少
く
な 

'
い
と
思
わ
れ.
る」

■(「

訳
者
序
文」

芄
頁)

と
考
え
ら
る
；る
罾
ぼ
は
罾
罾
豸
に
関 

す

る

，
ヶ

ネ

ー

€»
'

■
•

す
べ
て
の
原
作
の
検
討
の
上
に
立
づ
て
- ,
} 

M

1

杯
の
こ
と 

を
や
：っ
て
^
た
と
い
う
気
も
ち

」

で
1

の
，;-
-
1解
説」

.

八
：九
頁
を
添
え
ら
れ
た 

の
で
あ
る
ひ
し
か
も
尙
、ハ
教
授
は

「

解
説
と
||ロ
い
な
が
ら
経
済
表
を

 

一
®
^
り 

に
く
.
い
も
'の
に
し
た
.
と
い
う
点
#

あ
，り
は
し
な
か
っ
た
か.を
惧
れ
る」

ヰ
訳
者 

ヾ
序
次
,-
-

:

六
頁)

と
述
べ
ら
ぎ
て
い
：る
。

.

.

.

.

.

.
-
1
.
.

ぐ
.

■ 

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

: 

.

. •-.:

.

: 

'先
ず
坂
田
教
授
は.蓰
来

の
^

1
の
：1

家
は
、
殆
ん
ど
が
範
式
を
対
象 

匕
.し
、
原
表
は
ー
馨
す
る
か
、
ま̂
は
せ
い
ぜ
い
ーn

次
的
な
も
の
と
し
て
と
り

4

 

.つ

が
,'
?,
.
.
て
き
た
。
.：そ
れ
ゆ
え
廐
表
そ
札
自
体
の
研
淹
文
献
は
至
っ
て
乏
し
い
の 

で
あ
る
1_( 「

訳
者
解
亂
^
四
汍
頁
^
が

元

来

^
た
だ
漫
然
と
原
表
と
範
式
と
を 

比
較
知
て
、'
.
:
そ
0
艺
ち
ら
か
の
優
位
を
語
っ
た
り
す'る
こ
と
は
当
ら
な
い。…

 

…

原
表
ご
そ
は
生
勸
学
者
ケ
ネ
ー
の
構
図
と
し
て
適
わ
し
叭
構
成
を
も
つ

^

で
：
 

あ

り
:-'
そ
れ
こ
.そ
がt

a
b
l
e
a
u

 

f o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
(

原
表)

な
の
.で
あ
り
、
範 

武

は

囊

と

と
%:
に
、
.私の説明図ぎな

.い
、
、：或
ば
範
式
は
だ
か
だ
か
説 

:

明
因
^
し
：で
め
.略
表
を
改
岛
し
^
も
の
に
他
な
ら
か
い1-(

F

訳
者
解
説J :,

<

五 

;
K
.

)

：fど

解

せ

：
ら

れ

で

へ

,

i

v
の

「

略
表
か
ち
示
唆
を
う
げ
て

」
：(「

訳
者

-

.

.

.'
-'
八
ニ



k?

M

.

i
四
九
頁

)

経
済
表
第
ー
ー
版
本
の
地
主
ー
戸
平
均
の
純
所
得
六
吉
リ
ー
ヴ 

.ル
を
證
出
の
基
本
と
す•る
原
表
の
解
説
を
試
み
ら
れ
た
の.：で
あ
る〈「

訳
者
解 

説」

四
八
頁
第
一
因
：、
本
稿
第
三
因
参
照

)

。
.

.

'

:

.

.

.

.

.■:
'
-
 

- 

- 

-
.
:
.
•
.
.
-

ぐ
.
'•
.
, 

■

第
一
、
奮

表

;辰
表)

と
略
表
に
就
て
：

( 『

農
業
哲
学

』(

経
済
表
本
稿
第 

一
同 

_書
略
ま
、
本
稿 

参
照)

、

.㈠経
済
表(

原
表)

の
す
べ
て
の
支
患
程
の
終0'
:
に
於
て
、
生
産
ぃ
不
生
：
 

産
両
腹
内
に
夫
々
滞
留
す
る
貨
幣
に
就
て:-
'

'
:.
'

，
坂

田

教

授

は
.の
：略
表
が
経
済
表
 

' 

(

原
表)

の

生

産

.
不
生
産

図第

『農業哲学』の経済表の原表

■ , .. ■

生産階級  地主啤級  不生;！階級

年投資  所得  年投資

2000 -- - —̂ — - 2000 1000

製作品 

1000

0(
5(
2J
2-
卜

[2
16
8

.9
9
,

5 

2 

1 

6 

3 

I 

r 

- 
r 

■
 

i
5-

純收搜

〜~ 一一 —

一̂)6、'
ク二'•'て：：ニ

■  
125へ

X  ニ
_62 - 10V

，冬ニ

:令

15- 12- 6̂

18-fc 

19^1：'

19-BJ；
〜 ：• 
9-9.V

5-0：̂

角

せ £琪

•<•，て

:

-

.

A
1一(

五
一—*
六)

:

両
階
級
の
相
互
的
支
讲
過
程
を
総
括
し
た
結
果
に
於
.て
、
生
産
階
級
に
は

「

砠 

.主
階
級
の
.所
得

：の
支
出
の
半
額

i

の
一
千
リ
ー
ヴ
ル
と
.

「

生
産
降
級
に
対
す
る 

不
生
産
階
級
の
還
附
の
：霧
1-
と
し
て
：の
一
千
リ
•

—

ヴ
ル
と
の
合
計
ー
一
千

y—

 

ヴ
ル
が
こ
の
階
級
の

「

受
け
取
る
額j (

坂
田
.訳『

ダ
ネ
ー
経
済
表』

五
〇
頁
、

ン
一
四.
一
.

一
頁
参
照

)

•.

と
し
：て
表
示
さ
れ
、

そ

の

ぅ

ち

「

不
生
適
階
級
に
対
す
る
生 

産

階

級

の

還

附

の

ム

1

千
リ
ー
ヴ
ル
を
支
出
す
る
か
ら
生
産
階
級
の
.手
に 

は
貨
幣
一
〒
リ
ー
ヴ
.
'
ル
の
み
が
滞
留
す
る
，こ
と
と
な
る
。
ま
た
同
様
に
、

不
生 

産
階
級
に
は
.
.「

地
主
階
紙
の
支
出
の
半
額

.

.
1
の.
一
千
リ
一
ヴ
ル
と-.
不
生
産
階 

.
級
に
対
す
る
生
産
階
級
'
の
還
附
の
合
計

」

と
し
ての

；：

一
千リ
I

ヴ
ル
と
の
ム#
 

一1

千
リ
ー
ヴ
ル
が
と
の
，階
級

^

よ
り「

受
け
取
る
額

」

と
な
る 

'
が
、
そ

の

ぅ

ち

「

生
産
階
級
に
対
す
る
不
生
産
階
級
の
還
附 

:
計
.:-
':
の
：合
計」

：ー
千
リ
ー
：ヴ
ル
：を
支
出
す
れ
ば
、

や
は
り
不
生
藤 

合 

階
級
の
手
に
貨
幣
一
千
リ
ー
ヴ
ル
滞
留
し
た
ま
ま
と
な
る
こ 

:

と.
钇
&

意
せ
ら
れ
る

(「

訳
者
解
説1—
六
'
0
頁
、
坂

田

訳

.

『

ヶ 

00
..；

ネ
|

経
復
表1

五
〇
賓
.

「

表
に
糸
さ
れ
た
分
配
の
結
果
の
概 

要
'—

の
略
表
参
照
、
：
伹
し
生
産_
，
不
生
産
両
階
級
'間
の
点
線 

が
脱
落
し
て
い
る
が
そ
れ.
は
疋
誤
表
に
:|
7

.正
さ
れ
てい
る

。
 

巻

末

の.F
ig

u
r
e

:1
1

本
稿
第T1

因
,'

第
三
：因、
' 
第
四
因
参 

照)

？

' ,■

.

00

0- 2-6；- 
、：：へ一二.

6ニ H

tt

農鹿物 

1000

1 0
5

.

.

50
25
一

二

2-
6- 

25
12
:
62「

31
'

7

-'
1

19

19

合 計 20

台
原
表
の
第
一
段
階
の
生
産
階
級
の
.年
投
資
と
地
主
階
級 

s

s

s

i

^

.
l'
t:
.

' 

:

!

.

-

の
所
得
と
の
関
係
に
就
て.. 

,

第 二 図

『農業哲学』のI S 済表め略表

表に示された分配の結果の概要

’ 地主階級 不生産階辑

髀入 投資

2000 1000

生産階級

投資

2000

支
額 

の
半 

入
の 

收
出

階

す

階

附
' 

産
対
産
遼
計 

生
に
生
の
合 

不
級
る
級
の
：

•…2000

出される総額等レいC

. ■ 1 *- 

階級の投資......1000

•3000

•2000

級に支の

級
る
階
附 

階
す
産
還
計 

産
対
生
の
合 

■
生

に
^-
級

の

合計… ”，2 0 0 0  合計… … J

総再生産額は生産階級p 集:り、

そ 9 内 訳 を 示 せ ば • _

直接生産階紙の手に移る収入の部分..”

生産階級に対する不生産階級の還附の合計…… 

生産階紙からの原料品の睛入に使われる不生産

’ 合  計 “ .… 

斯くて総再生産額は5000, その屮耕作者がその投資として 

及びその原投資と年投資との利子として個取する分”……‘

•5000合 計 ，

.5000

•2000
•1000

8000

この階級り揆資， 

合 計 .

れる富の総額

•, '

:者がつねに保有す:

表の中に含ま 

総再生産額^" 

収入の輩幣…

不生産階級の作:

作
に
使
用
さ
れ
た
ニ.千
リ
ー
ヴ
ル
•の
年 

投
資
を
^

っ
て
前
年
度
に
生
ぜ
し
め
た 

純
収
穫
の
売
却
は
地
主
に
.ニ
千
リ
ー
ヴ 

ル
の
収
入
が
支
払
わ
れ
る
こ
と

と

な
 

るJ (

第
二
版I

経
済
表
の
説
明』pi: 

，邦
訳
岩
波
文
庫
一
八
頁
、
坂
田
訳
本
ニ 

五
頁
参
照)

.と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
.
し 

が
し
な
が
ら
坂
田
教
授.は
、
期
く
地
主 

階
級
へ
地
代
支
払
の
た
め
に
農
産
物
ニ 

.千
リ-

ヴ
ル
は
一
体
誰
れ
に
売
却
せ
ら 

れ
、
そ
れ
は
.ま
た「

結
局
ど
ぅ
な
る
.か 

が
不
明
.の
ま
ま

で
■ある

；，j

と
に」

■気
つ 

か
れ
た
の
で
あ
る( 「

訳
者
解
説」

四
四 

頁)

。
'.
こ
の
.疑
問
は
既
に
、
増
井

M

 

博
士
の
翻
訳
及
び
狡
閲
せ
ら
れ
た

『

経 

済
表J !

を
岩
波
文
庫
本
と
し
て
昭
和
八 

年
刊
行
せ
ら
れ
る
に
仲
介
の
労
を
採
ら 

れ
た
小
泉
信
三
博
士
が
執
筆
せ
ら
れ
た

原
表
の
第
一
段
階
の
.
.「

生
産
階
級
の
年
投
資
，
，
：
：
そ
の
生
む
純
収
益

…
…

地.

一
文
の
中
にT

若
し
地
主
へ
の
納
付
が
売
却
代
金
で
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ

主
階
級
の
所
得
ニ
千
リ
丨
ヴ
ル
：

」
〈

岩
波
文
庫『

経
済
表』

三
頁
、

一
七
頁
、
三.三
：

-
の
農
産
物
は
，一
体
誰
れ
に
売
ら
れ
た
か
。
ヾ

「

表」

に
現
れ
た
三
階
級
以
外
に
其
賈

頁
參
照)

と
あ
る
%

ー
 
応
、
生
産
階
級
が
貨
幣
ニ
千
リ
ー
ヴ
ル
を
地
主
階
級
に 

納
む
る
過
程
と
し
て
考
察
す
れ
ば
、
そ
れ
は

f

耕
作
者
が
借
地
農..によ
り
.て
耕

,手
が
办
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と.い
.ふ
事
に
な
.ら
ぅ
。
甚
だ
不
可
解
で
あ
る
。

」
(『

学
窓 

雑
.記
.

』

一
，
七：

1

頁
、
，'岩
波
文
庫『

経
済
表1

「

訳
者
序

」
一

一
，
頁
参
照

)

.

.と
述
べ

ケ
ネI
経
済
表I (

.
原
表)

.
' 

の.
疑
義
，に就
て

八

三(.

五
.ニ
七)



ら
れ
て
い
る
と
と
ろ
ヤ
あ
る
.。
ノ

：

替
生
産
.
.不
生
産
両
階
級
が
夫
々
の
階
級
内
へ
の
茭
出
：と
其
の
結
果
に
就
て 

.

.屢
の

基

本

例

支

出

秩

序

に

於

て

は

、
地
主
と

同

じ

く

、

生
産
^
^
:
の
小
作 

人
も
、
不
生
産
階
級
の
工
匠
も
、
：
‘そ
の
..支
出
の
都
度
、
そ
の
二
分
の
，一
ず
つ
を 

も
っ
て
、
農
産
物
と
製
作
品
と
を
瞵
入
す
る.こ
と
と
な
る
が
、
坂
田
教
授
は
こ. 

の
お
ょ
び
、

商

エ

*

が̂
、
そ
れ
ぞ
れ
階
級
内
流
通
に
ょ.っ
て
購
入
-, 

す
る
一
千
リ
ー
ヴ
ル
ず.つ
の
農
産
物
及
び
製
怍
品
は,ー
体
ど
こ
か
ら
ま
る
が
。
、

.こ
の
点
を
不
問
に
付
し
て
お.い
た
の
で
は
、
単
純
再
生
産
の
財
貨
的
ヴ
ォ
リ
ュ
. 

1
,ム
1は
依
然
と
し
て
不
明
の
ま
ま
に
残
さ
れ
る
個
所
が
あ
.る
こ
と」

( 「

訳

者

解
. 

説」

四
四
頁)

.を
注
意
せ
ら
れ
る
？
 

■ 

■

. 

-
V

 

.

.

 

: 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

* 

ッ

.

. 

■»
 

•

㈣
不
生
産
階
級
の
年
投
資
と
そ
の
製
作
品
に
緣
て

/

..

原
表
の
支
患
程
に
在
り.て
ば
、
不̂

産
階
級
か
ら
地
主
階
級
に.ー
千
リ
1;
. 

ヴ
ル
、
坐
産
階
級
に
一
千
リ
ー
ヴ
ル
、

合

計

ニ

千

リ

ー

ヴ

ル

の
.a作
品
が
売
却
-.
.. 

せ
ら
る
る
こ
と
と
な
る
が、
:,
-そ
の
代
金
の
内
ー
千
リ
-
ヴ
ル
は
、.
そ
の
原
料
と
ン 

し
、
文
そ
の
食
料
と
す
る
農
産
物
の
代
金
と
し
て
：生
産
階
級
に
支
出
せ
ら
る
る

. 

，
も
、
他
の
一
千
リ
ー
ヴ
ル
は
製
作
品
購
入
の
た
め
、
同
じ
不
在
産
階
級
内
に
支
， 

出
せ
ら
れ
る
0
従
っ
て
.、
：
次
の
年
度
に
於
て
、
本
年
度
と
同
様
に
他
の
階
級
に
：
. 

売
却
せ
ら
る
る
製
作
品
ニ
千
リ.丨
ヴ
ル
：
は
購
入
，し
た
農
産
物
；
一
千
.リ

I
ヴ
.
ル
と 

製
作
品
一
千
リ
ー
ヴ
ル
.と
に
ょ
り
て
製
作
せ-e
>
.る
る
こ
と
と
.な
'る
.の
..'_
で

あ

る

.。
..
-• 

扳
田
教
授
は
不
生
産
階
級
の
年
段
資
と
ば
こ
の
製
作
品
で
.あ
る
と
し
、
恥
生
産

.
'

八
四
：(

五
ー「

八〕

.階
級
内M

滞
留
す
る
實
歡
の
階
級
内
流
通
：に
よ

.っ
て
、
そ
の
年
投
資
は
製
作
品 

を
も
々
て
補
塡
さ
れ
る
経
過
を
知
る
こ
と
が.で
き
た
セ
解
せ
ら
れ
又

「

こ
の
階 

■.
-

紙
の
.投
資
が
他
な
ら
か
製
作
故
か
ら
成
る
い
き
さ
つ
を
ー
ボ
さ
れ
る
の
で
あ
る

」

い( 「

訳
者
解
説」

--
.
-

【

六
肩)

，
ど
考
え
ら
れ
た
の
で
あ.る
。

.
，

.

.

.

> 

• 

. 

. 

. 

.
 

■
■
■
■
■
■
■
.
 

■
.
. 

-

•
'.S

生

産

：
，
不
生
！

一

両
階
級
の.年

投

資

に

就

て

.

:

坂
田
教
授
は
生
産‘
不
生
産
両
階
級
：の
年
把
資
は
：

「
一

走
の
貨
幣
額
を
■あ
ら 

.わ
す
の
.か
、;そ
れ
と
も
農
産
物
な
い
し
製
作
品
を
指
す
も
の
な
：の
か
。
こ
の
こ 

と
は
経
済
表
の
解
釈
に
か
ら.ま
る
f

厄
介
な
問
題
の
一
つ
と
さ
れ.て
.い
る
の 

で
あ
.る」

'

( 「

訳
者
解
説」

■三
、七
頁)

が
、
原
表
の
凡
ゆ
る
場
合
に
於
て
、
生
産 

階
級
の
年
投
資
の
卞
に
氣
産
物

p
r
oduction

、

不
生
産
階
級
.の
年
投
資
の
下 

に
製
作
品
等ou

t
r
a
g
e
s

か
0
.

と
説
明
が
記
入
さ
れ
て
あ
る'
と

と

よ
り
し
て
、 

V

生
産
階
級
の
年
投
資
は
農
産
物
で
あ
り
、
.不
生
産
階
級
の
そ
れ
は
製
作
品
等
で 

.
あ
る
と
解
せ
ら
れT

こ
れ
等
を
先
ず
財
貨̂

!格
に
お
いV

つ
か
む
の
が
•'ヶ
ネ 

•■丨
の
趣
旨
に
添
う
所̂

で
•は
な
い
か
と
思
う

」

.

( 「

訳
者
解
：説

」

三
一
.頁)

と
考 

:
え
ら
れ
る
。
更
に
既
述
の
ご
と
く
不
生
産
階
級
の
年
投
資
が

「

他
な
ら
ぬ
製
作 

品
か
ち
成
る
い
き
さ
つ
を
示
め
さ
れ

」

こ
の
階
級
の
年
投
資
の
下
に
.

「

製
作
品 

.等」

ど
い
う
説
明
が
し
て
あ
.る
の
は
ま
さ
し
く
こ
の
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
と 

考
え
て
よ
さ
そ
う
に
思
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
.

( 「

訳
者
解
説」

三
六
頁)

。
又 

生
産
階
級
の
年
投
資
に
就
て
へ
は
第
二
版
め
，

『

経
済
表
の
説
明』

に「
(

生
産
階 

ぢ
級)

"の
生f

i
g

は
玄
他
の
秩
序
を
余
り
に
複
雑
な
ら
し
め
な
い
た
め
に
、
，別
個 

，し
に
考
察
ざ
れ
石
と
こ.ろ
の
租
税
.
.，：
十
分
ノ
一.税
及
び
農
！̂
の
投
資
.の
利
子
を

除
外
し
て
千
一
一
百
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
る

：

J (ibid., p. iii

"
岩
波
文
取
$
一
一
 
莨
、 

坂
田
訳
本
ニ
七
頁)

と
し
、
地

主
.jf

生
産
両
階
級
へ
そ
の
半
分
が
売
却
せ
ら.
 

れ

「

最
後
に
生
産
階
級
に
お
⑶
て
、
.
.こ
れ
を
生
じ
さ
せ
た
人
々
に
よ
っ
て
■
罾 

さ
れ
る〗

一

1

百
リ
丨
ヴ
ル
分
が
あ
り
、
さ
ら
に
家
畜
の
.飼
料
と
維
持
と
の
た
め
に 

.用
い
ら
れ
る
三
百
リ
ー
ヴ
ル
分
が
あ
る
，。

か
よ

}
に
し
て
千
ニ
百
リ
ー
ヴ
ル

.の

. 

生
産
額
の
う
ち
、.こ一p

 

.

.
«
産
.

)

讓

，は
六
¥.
リ
；丨
ヴ
ル.を
支
出
し
、：

こ
の
六 

百
リ
ー
ヴ
ル
の
そ
の
授
資
は

.云
々」

(ibid., 

p
v
.
i
i
i
l
i

<l
:
岩
波
文
庫
本
二
一 

頁
：
坂
田
訳
本
.-
-
*
'
一
 
七—

一X
寅)

と

あ

る

が

；「

と
の
説
明
は
生
産
階
級
：の
消
費

'. 

す
べ
き
六
：百

リ
$
ル
分
の
農
産
物
が
と
り
も
直
さ
ず
！
^
:で
あ
り
、
'経
費
で 

あ
る
.が
ゆ
え
に
投
資
ズ
あ
る
こ
七
を
示
し
て.い
る
よ
$
に
思
わ
れ
る-.
'°表
に
お
. 

い
て
、
.生
産
證
の
年
投
資
の
下
に.「

農

囊

1
;>
い
う
説
明
：の
し
て
あ
る
こ: 

と
は
上
に
触
れ
.た
^

要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
は
生
産
階
級
に-
い
て
も
不
生
産
. 

靈

に

つ
.い
.て
も
、、%
の
年
投
資
が
表
に
財
貨
；
^
^
.で
、
.現
:#
1
奮

で

、
_
打 

ち
出
さ
れ
て
い
る
点
忆
注
目
し
な’く
て
枕
'な
ら
な
，い
：
と
思
う

」

：.

( 「

訳
者
解
説

」

一
 

彐
八
頁

)

と
せ
ら
れ
た
：

の
：：

で
.あ
る
0
.
.
: 
く

：

.

第
二
、
.坂
田
教
授
の
経
済
表(

原
表)

.の
解
説
に
就
て(

経
済
表
第
ニ
：版 

ノ
#

l表
、'

「

3
者
解
説」

E9
八
頁
、
.:
:笫
一
角
本
稿
第
三
魟
參
照

)

'.
'

■.
:ー

斯

く

て

蕃

教

遞

の

原

表

の

解

説

に

：ぁ

り

て

は

、

'
.第
.
1
:段

階

と

し

，
て
^ '
署

:. 

.

(

小

作
.认
.

)

は

：1§
^

間

办
総
過
程
.

Q

終
り
に
農

一1:

単
位
こ
.の
.場
合
に

於

て

：
は 

六
百
リ
ー
ヴ
ル
を
生
産.不
生
産
両
階
級
の
他
.の

成

員

，に売

却

する
こ

と

に

ょ.

ケ
ネ
丨
絲
済
表
'

(

原
表)

の
疑
義
に
就
て
/

り
て
、
両
階
級
の
成
員
の
間
に
滞
留
し
て
い
た
貨
幣
を
収
得
し
え
て
、

こ
れ
を 

地
主
階
級
へ
納
付
す
る
と
解
す
る
と
.
と
に
ょ
り
て
、
；前
記
の.第
.
一.
の
.

「

生

産

.，
 

不
生
産
両
階
級
内
に
滞
留
す
る
貨
锻
の
問
題

」

、
ヾ
第
一
一
の.「

生
.

i

産
階
級
の
年 

投
資
と
.
地
主
階
級
‘
の
況
滿
と
：の
関
連
に
就
て
の
'
問
£

」

、
第
三
の「

生

産

*
不
生 

産
両
階
紙
め
同」〔

階
^

£

ぺ
'
の
支
出
の
間
題1—
.を
\

ー：
挙

に

解

決

せ

ん

と

す

る 

ヾ
独
自
の
解
釈
を
試
み
ら
れ
た
の
.
で
あ
る
"(「

駅

者

解

説」

四
六
丨
四
七
頁
参 

照)

0

-
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-

.
■■
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.
-
:
■
-
■
:'
'
■
.
-ン

•

:

:-
'
:
!
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田
教
授
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.
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原

表

解

説

因
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に
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い 

⑴
原
表
：そ
の

ま
ま

に「

搜
資
の
利
子」

を
別
個
に
考
察
さ
れ
る
も
の
と
し
て 

農
産
_
年
•々
の
顧
生
産
額
は
四.単
位
：

A 
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. 
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,
D

又

は

：
が
.玫
• 
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*
;D
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:経
済
表
第
'一
版
®'
場
合
と
し
て
教
授
は

1

単
位
三
百
リー

ヴ
ル
と
し 

て

量

物

の

萍

生i
i
m一
千1

一
百
リ

~

ヴ
ル
、
尙
製
作
品
：

1

単
位
拉
を
加
え
て 

総
苒
生
産
額
五
厚
位
：

 
一
^
五
百
リ
ー
ヴ
ル.AJ

す

爷( 「

訳
者
解
説」
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四
九
頁)
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.罵
業
贺
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の
歐
表
や
屢
、

『

農
等
&
榮
綱
要』

£
賢

と

の

関

連

に

ぉ

：
い
て 

はr

単
位
，

「

千
リ
ー
ヴ
ル
と
，し
て
農
産
物
再
邊
産
額
四
干
リ
：丨
ヴ
ル
、
教
授
の

. 

.如
く
製
作
品
1
単
位
：を
総
生
直
額
：に

加

算

す

れ

ば

五

千

'>
;
丨
ヴ
.ル
と
な
.る
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と
の
場
ん
ロ
は
投
戴
め
刹
子
の
回
収
を
考
慮
し
て
の
農
産
物
再
生
皆
額
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単
位
五
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。
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代
金
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て
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貨
幣
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位
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'
又
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却
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収
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し
た
貨
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位
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合
計
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単
位
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作
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こ
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過
程
忆
於
て
地
主
階
級
に
売
却
さ
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を
も.の
と
す
る
。

' 

.

.

.

.
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(4
)
:地
主
階
級
は
生
産
階
級
よ
り
納
付
せ
ら
れ
た
貨
幣
ニ
単
位
を
支
出
し
て
、

農
？

举
位
1)
,と
製
作
品
一
単
位
£

(

農
靡
物
6

の
変
形
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入
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V
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す
る
。
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生
産
階
級
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地
主
階
級
に
売
却
せ
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農
産
物̂の
代
金
と
不
生
産
|

へ 

売
却
す
る
農
産
物0;
の
代
金
と
.の
ニ
単
位
の
貨
幣
を
支
掛
し
て
、
農
産
物
一
単 

.位
<
1
3
:
と
歡
作
亂
.ー
寧
位
：

(

0
:と
か)

の
半
額
と
を
購
入
し
、
こ
れ
を
生
産
資
本 

■——

坂
由
教
掛
の
生
産
階
級
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投
資
l

F5
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护
と
し
て
農
産
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単
位
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製
作
品
ー
単
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農
産
物
3
の
変
形) 

と
を
購
入
し
て
製
作
品.ニ
単
位
0
、
，び
を
作
り
て
、
そ
の
内
の
一
単
位
を
生
産 

階
級i

売
却
し
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そ
の
残
額
の
'

1

単
位
を
年
授
資
の
補
塡
分W
と

す
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産
物
四
単
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D

の
内
八
と
0
と
は
年
投
資
の
回 

収
分
、
.
0と
5
と
は
純
収
獲
と
考
ぇ.ら
れ
る(

、「

說
者
解
亂」

四
九
頁
参
照)

。
.

:

㈡
坂
田
教
授
の
解
説
に
於
け
る
再
生
産
総
額
に
就
て
'

.

経
済
表
第
二
版
で.は
原
投
資
の
利
子
が
考
慮
せ
ら
る
る
時
、
こ
れ
に
：当
る
も 

の
と
じ
て
三
百
リ
ー
ヴ
ル
が
計
上
さ
れ
て.いる
た
め
、農
産
物
再
生
産
が 

一
千
五
百
リー

ヴ
ル
.と
な
る
が
、
：
も
し
六
百
リ
ー
ヴ
ル
の
投
資
が
そ
れ
自
身
を 

回
収
し
な
が
.ら
百

パ

ー
セ
ッ
ト
の
六
百
リ

—

ヴ
ル
の
純
収
璨
を
生
み
、
.
さ
ら
に 

.ぞ
の
他
に
三
.百
リ
ー
ヴ
ル
の
原
投
資
の
利
于
の
回
収
分
を
生
産
す
る
.な
ら
ば
.芷 

確
に
言
っ
て̂

^
は
一一
百
五
十
パ
ー
セ
ン
卜
.の
生
産
^

を
示
す
の
で
な
く
て
は 

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
授
は

T

原
表
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
百
リI
ヴ
ル
は 

原
投
資
の
利
子
と
し
て.は
表
の
；̂

の
中
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る

」
( 「

訳
：
 

者
解
説」

三
五
S

と
.せ
ら
れ
、
し
か
も
亦「

わ
れ
わ
れ
は
他
方
商
工
®

の 

側
.に
お
い
て
合
計
六
百
：リi
ヴ
ル
の
農
産
物
の
処
理
が
行
わ
れ
る
：の
を
見
る
。 

す
な
わ
ち
、三
百
リ
ー
ヴ
ル
の
農
産
物
の
加
工
と
ー
ー
音
リ
ー
ヴ
ル
の
投
資
の
補
填

. 

と
で
ぁ
る
。

」

.
_

( 「

訳
者
解
説」
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I

一.五
頁) 

'と
解
せ
ら
れ
る
。
教
授
は

「

セ
の
投 

.

.資
の
i

は
階
級
内
流
通
に
ょ
っ
て
同1

が
ら
員
入
れ
ら
れ
る
_

れ
品
を

も 

つ
て
補̂

さ
れ
々
か
ら
、こ
こ

に
わ
れ
わ
れ
はこ

の
階
級
の
投
資
が
他
な
ら
：ぬ

製
作
品
か
ら
成
る
い
き
さ
つ
を
示
さ
れ
る
の
で
.あ
'る
。」( 「

訳
者
解
説」

三
六
. 

頁)

>
し
、
斯

く「

財
貨
的
に
考
え
れ
ば
こ
の
年
投
資
は
農f

か
ら
購
入 

し
た
三
百
リ
ー
ヴ
'ル
の
農
産
物
と
と
も
に
処
理
せ
ら
れ
て
六
百
リ
I

ヴ
ル
の 

製
作
品
の
供
給
を
对
都
に
し
、

そ
れ
は
地
主
に
勢
し
て
一
一
一
百
リ

ー

ヴ
ル
の
製
作 

品
の
、
；
お

ょ

び

議

者

に

.対
し
て
め
同
額
の
製
作
品
の
、
'売
却
と
対
応
す
る 

こと
..

に
な
る
答
で
あ
る
。

」
( 「

訳
者
解
説」

三
六
直)

.
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

-る
0
.

.
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:
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農
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略
表
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下
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附
記

(

本
稿
第
二
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照〕

に
ょ
れ
ば 

.総
再
生
産
額
は
生
産
階
級
に
集
り
、
こ
の
^
双
に
支
出
さ
れ
る
総
額
に
等
し 

い
。
そ
の
内
訳
を
示
せ
ば
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:

生
産
階
級
の
年
投
資
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階
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手
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産
階
級
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生
産
階
紙
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計
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〇
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〇
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生
産
.
階
級
か
ら
.'
の
原
料
品
の
購
入
に
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わ
れ
る

'

.
 

不
生
袭
喈
級
め
年
投
資
 

1
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〇
0
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厂

計
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0
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斯
くf

不
生
産
階
級
の.投
資
は
総
生
産
額
五
千
リ
ー
ヴ

.ル
の
中
に…

…

含
ま 

れ
て
い
た
窖
で
あ
.る
。

」

.

( 「

訳
者
解
説i

六
ニ
頁
；

> 

と
考
え
ら
る
る
が
、
そ
の
次 

■の「

表
の
：中
に
含
ま
れ
る
富
の
総
顧

,-
-
の

計

算

で

は
■

ノ
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ノ
：

'
,

:
.ー
総
再
生
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額
：
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収
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こ
の
：階

級

の

投

資
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1
、.〇
0
〇

.
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■

-

'

ノ
'

'

'
.
:
:
合

計

.-
;

A
、〇

o ,
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と
あ
る
が
こ
の
総
生
産
額
と
別
に
計
上
さ
れ
た
不
生
産
階
級
；の
'年
授
資
ナ
千
リ 

丨
ヴ
ル
に
就
て
教
授
も

「

実
は
貨
胳
形
態
の
そ
れ
と
で
も
考
え
る
よ
り
他
に
仕 

方
が
な
い」

( 「

訳
者
解
説」

六
.三
頁)

、.も
の
と
せ
ら
れ
た
の.で
あ
る
；

(

坂
田
訳 

『

ケ
ネ
ー
経
浒
表』

五
〇
頁
参
照)

。

.
■'

第
三
、：
坂
田
教
授
の
：原

表

の

解

説

を

検

討

す

る

に

ゾ

.

'
.
B坂
田
教
授
は
原
表
の
第
一
段
階.と
し
て
.「
生
産
階
級
の
年
投
資
と
地
主
階. 

級
め
^
得
と
め
.関
係」

を
原
^
の
ジ
タ
ザ
ク
■の

支

外

の

生

産

，本
生

. 

産
両
階
級
間
の
.一
茭
讲
過
程
と
し
て
、
そ
れ
に.ょ
り
て
表
示
名
れ
た
茭i

程 

に
於
て
生
産
，
不
生
産
両
階
級
に
夫
々
に
滞
溜
す
る
貨
幣
ー
単
位
ず
っ

1の
豚
決
. 

と
、
：，
原
表
に
は
現
わ
れ

.て
い
な.い
が
'説
明
に
述
べ
ら
れ
て
'い
る
両
階
級
内
の
支 

i

程
に
関
連
あ
る
も
の
'と
し
て
前
述
の
ご
と
含
独
自
の
解
説
を
試
み
ら
れ
た 

の
で
あ
る( 「

訳
者
解
説」

四
.六—

四
七
頁)

。
 

.
..

へ
経
済
表
に
於
.て
-.
の
原
表
に
.の
み
見
’ら
れ
る
生
産
階
級
の
年
投
資
と
服
主
階 

級
の
所
得
と
を
点
線
に
て
結
ん
で
い
る
こ
ど
は
、

V
両
階
級
の
一
つ
の
支
出
過
程 

と
考
え
る
べ
き
で
な
く
して
、

強
.い
て

え

ば

、
生
産
階
級
か
ら
地
主
階
級
べ 

小
作
料
や
、

租
税
•
十
分
ノ
1
税
が
納
め
ら
れ
て
そ
の
所
得
と
な
る
過
程

P

あ 

っ
て
、
財
貨
の
移
動
の
な
い
貨
胳

9

み
の
.一
方
的
流
通
と
解
す
べ
きで、

ボ—

 

K
丨
の
解
説
以
来
.一
般
に
そ
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
で
い
た
も
の
で
あ
る
0.
i

.

八
A

(

五
三 
一D

.
;
_
は
む
し
ろ
、
.:
:こ
れ
は
原
表
の
ジ>
:ザ
>
の
過
程
に
於
て
、$

と
し
て
地
主
• 

不
生
産
両
階
級
に
売
却
さ
れ
る
農
産
物

11

単
位
の
代
金
が
生
産
階
級
の
年
投
資 

と
：な
り
、
そ
の
使
用
に
ょ
り
て
原
表
の
卖
に
そ
の
百
パ

~

セ
ン
.ト
の
純
収
獲
、 

ニ
単
位
が
苒
生
産
さ
れ
る
過
程
即
ち
当
該
年
度
に
ジ
ク
ザ
ク
の
形
に
於
て
行
わ 

れ
る
過
程
と
同
様Q

過
程
が
前
年
度
に
も
行
わ
れ
て
生
産
階
級
の

「

小
作
人
が 

借
地
農
作
.に
.て
耕
作
に
.使

用

し

た

六

百

リ
，丨

ヴ
ル
の
¥

罾̂
を
，も
っ
て
前
年
度. 

に
生
ぜ
し
あ
た
純
収
驗
か
齋
咖
は
地
主
に
六
百
リ
ー
ヴ
ル
.の
}
^
撕
の
支
払
を
与 

え
る
。

J .(Tableau CECOnomiqtLe, p
，
i
:

邦
訳
岩
波
文
庫
本
一
八
頁
、 

坂
甶
訳
本1:1

五
頁
，

)

：
と
説
明
さ
.れ
た
も
.の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
坂
田
教 

授
の
解
説
す
る
：如

く

生

産

.不
生
産
両
階
級
間
の
支
出
過
程
と
考
え
る
な
ら
ば
、 

そ
れ
，は
当
然
経
済
表
に
表
示
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
、
.
そ
の
過
程
は
示 

め
さ
.れ
ず
、：.従
ク
て
原
表
に
て
は
血
液
た
る
貨
幣
が
生
産

•

不
生
産
両
階
級
の 

末
端
や
成
員
の
手
に
滞
留
し
た
ま
，ま
、
そ
の
末
端
か
ら
静
脈
管
を
通
じ
て
心
臓 

.部
の
地
位
女
涞
て
が
：わ
れ
て
い.る
地
主
階
級
.へ
：還
流
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
全
然
表 

示
さ
れ
て
1>
,な
い
，の

で

あ

る
.:
.
.
-

(

.礙

.者

籠

|_
.,'
:
'四
六
直
参
照
-
,

).

そ
れ
ば
原
表
が
生
産
階
級
の
純
収
獲
の#
生
産
過
程
.を
中
心
に
考
え
、
■
投
資 

の
.利
子
を
別
“に
考
察
す
る
と
.し
：て
生
産
.さ
る
■る農を四単位に

.

.せ
る
こ
と 

::
に
基
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
：農
産
物
生
産
額
を
五
単
位
と
す
る
略
式
又 

は
範
式
に
於
.て
初
め
；て
不
.生
産
階
級
の
投
資
が
原
料
と
す
る
農
産
物
を
購
入
す 

る
た
め
，
に
生
0

1

に
支
出
ざ
る
る
過
程
が
捕
き
加
え
ら
れ
.て
貨
幣
の
完
全
な 

る
還
流
が
考
え
ら
れ
た
め
で
あ
る:°
-

'.
/
.
.
.
'
.

リ

> 

■

肖
坂
田
i

は
期
間
の
当
初
に
お
い
て
、
不
生
産
階
級
.は
原
表
に
て
は
商
品
_ 

形
態
を
と
る
年
投
資
と
し
て
製
作
品
一
単
位
の
；み
を
所
有
し
、

.範
式
に
•&
り
て
: 

は
貨
幣
形
態
の
投
資
以
外
な
に
毛
の
も
所
有
し
な
が
.
.

( 「

訳
者
解
説」

.七
--
.#•
>

と

解

し

い

ず

れ

も

：一

.期
間
内
に
製
作
品
が

1

単
位
ず
.つJ1

回
製
作
せ
ら
る
.る
も 

の
と
、
ビ
リ
モヴ
ィ
ッ
チ
や
、
ウ
I

ゾ
博
±.と
同
様
に
解
釈
せ
ら
れ
る
が
、：
そ 

の
.た
办
に
農
産
物
の
購
入:'
製

作

及'^
そ
の
製
作
品
の
费
却
に
.
ょ

名

貨

幣

の

循

. 

瓌
の
順
序
に
無
理
が
生
じ
て

「

流
通
の
^

:と
^
で
は
.不
自
然
と
：な
る
が

」
(「

訳 

者
解
説1
六
九
：頁> 
と
述
べ
名
る
：を
得
な
：い
と

.と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。i
者 

は
期
初
に
、
.生
産
階
級
が
前
年
度
に
再
生
産
し
た
農
産
物
五
単
位
を
所
有
す
る 

を
前
提
.と
す
る
と
同
様
に
，
マ
ル
ク
ス
の
解
説
の
如
く
に
：不
生
産
階
锻
に
も
他
の 

階
敗
に
売
却
す
る
製
作
品
一
一
単
位
を
所
有
す
る
こ
と
；と

し

て

流

通

の

順

序

に

な

. 

ん
ら
矛
盾
を
在
ぜ
し
め
る
こ
と
な
く
し
て
説
明
し
得
た
の
で
.あ
る
.
.

(

三
田
，学

会

、

ぃ
雑
誌
笫
三
十
八
卷
第
三
，
•
四
合
併
号
、.第
八
号
掲
載
拙
稿
参
照

〕

。

:

• 

- 

-

-.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

.
(4
次
.に
坂
田
教
授
の「

原
表
解
説
図」

：( 「

訳
者
解
説」

.

.四
八
頁
第

.
'一
因
、
：本 

稿
第
三
図
>
を
検
尉
す
る
に
、：
先
ず：

.-
'
-

:ひ

'

.'

'

■

.'
■
⑴
前
年
度
末
に
於
て
生
産
階
級
は
農
産
物A:を
^H

産
階
級
に
、
農
産
物
它
を 

不
生
産
階
級
：に
売
却
す
る
が
、
こ
の
過
程
は
こ
の
解
説
図
に
は
表
亲
さ
れ
て
い 

.

な
い
。
圾
田
教
授
は
生
産
階
級
の

農
®
?

が

斯

く

同

..一
階
級
の
他
の
成
員
に
売 

.却
し
た
廣
産
物
<
を
地
主
.
不
生
産
両
階
級
か
ち
支
払
わ
れ
た
代
金
の
一
半
で 

再
び
購
入
す
る
と
い
ぅ
の
，は

「

少
し
話
が
わ
ざ
と
ら
し
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
知 

れ
な
い
•-( 「

訳
者
解
説」

四
七
頁)

と
述
べ
ち
れ
：て.い
る
が
、
真
に
農
産
物< 

ケ
ネ
ー
経
済
表(

原
表)

：
の
疑
義
.に

就

て

•

.

は
何
ん
の
：た
：め
：に
売
却
せ
ら
れ
、

r

又
何
ん
の
た.
め
：に
再
び
：貿
い
戾
さ
れ
る
の
か 

理
解
し
難
仏
デ
..こ

の

間

に

響

ぜ

ら

れ

る

上

冲

れ

ば

同

じ

農

震

が

一靣
1

 

せ
ら
れ
る
; -

、と
：と
な
る4 

,
,

'

'''
‘
l

め
前
年
肇
に
.行
わ
-れ
た
過
程
は
そ
の
解
説
因
で'は
> 
そ
の
売
却
代
金
が 

地
主
f

r'
;
^
:せi

枚
る
過
程
の
.み
：が
：表
示
さ
れ
て
い
る

。
：':
. 

'⑵
不
生
産
階
級
は
購
入
乜
夾
農
産
物
衫
を
製
作
品
远
に
転
化
し
、
こ
れ
を
そ 

.の
年
投
資
：と
す
る
と
す
る
が
、
尙
そ
れ
は
地
主
階
級
に
売
却
さ
れ
る
も
の
と
ず 

る
。
斯
く
て
こ
.の
製
作
品
E (

農
産
物
6
の
転
«
、
は

ft
主
階
級
の
手
で
最 

.終
的
に
.消
費
さ
れ
る
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
：な
い
。
.

」

：

( 「

甑
者
解
説」

.四
七
頁)

と 

速
べ
ら
れ
て
い
る
？̂1
れ
で
.は
不
生
産
階
級
€>
.年
1

と
し
て
意
義
が
認
め
ら 

れ
な
.い
の
で
あ
：る

 

9, '
.
.,
,
.:'
へ

.

.

⑶
次
い
で
不
生
産
階
級
は
地
主
階
級
べ
製
作
品
&
ス
農
産
物
^
の
転
形)

を 

売
却
せ
を
代
金
の
半
額
钇
も
フ
て
嚴
産
物0の
半
餅
を
購
入
し
、
七
れ
と
同
じ 

階
級
内
か
ら
購
入
す
る
製
作
品.(

農
連
物
总
の
転
形)

.

.の
-¥
'
.
額

と

を

も

っ

て

製 

:作
萜
0
.を
つ
‘く
を
。
こ
の
6
、の
半
額
を
生_
階
級
に
売
却
し
.た
代
金
で
農
産
物 

.

0
の
半
額
を
購
人
し
、.こ
れ
ど
同
じ
階
級
内
が
ら
臌
入
す
る
製
作
品

(

農
産
物 

孕
べ
転
形
^
の
半
額
と
を
使
用
レ&

作
品
ぴ
を
つ
ぞ
る
。.-
の
び
の
半
額
は 

坐
産
階
級
£
歸
ざ
れ
る
。

:::
.

,

.

(4
)
こ
の
.場
合
、
農
産
物
3'
.は
製
作
品
^
に
転
化
し
て
、
不
生
産
僧
敬
の
年
投 

資
と
な
る
が
、
，，

.

.，そ
れ
は
.她
主
階
級
.に
購
.及
，さ
：
.れ
最

-M
的
.に
消
費
せ
ら
れ
る。
#

'

面
又
、

「

製
作
品
：に
転
化
さ
れ
た
農
産
物3
_は
不
生
産
階
級
内
に
て
こ
の
場
合
は 

.年
授
資
と
し
て
^
用
さ
れ
て
、本
年
度
の
製
作
品6

^
と
な
る
。
而
し
て
そ
の.

.

;

.
マ

A
九

(

五
三
三)



半

額

拟

は

次

盖

に

そ

の

年

投

資

^

な

り

、
へ
又
地
主
，階

級

に

売

却

せ

ち

れ

る

こ

.'

.
 

と
と
在
る
。'丄
か
ら
ば
製
作
品̂

は
遵
産
物
6
.の
較
形
で
あ
る
^
同
時
に
製
作. 

.品
砂
-

^
産
物
B
.の
^

^

と

な

る'0
爱

、：農
産
物
3
が

:.
-
*
,
1
:

回
製
作
品
に
#
^
,
'
-
'. 

L
、
地
主
•不
生
産
両
鷹
：に
て
使
用
養

せ

ら

れ

る:-
と
：
と

な

石。'
.,

:
.(5
)

深
不
生
遺
級
は
前
年
度
末
に
生
産
階
級
が
ら
農
産
物
丑
を
購
入
し
て
製
，
 

作
品
£
を
つ
く
り
、-:
.当
該
奔
度
の
当
初
に«

^

に̂
囊
す
る
と
す
る
な
ら
：
 

ば
、
,そ
：の
年
度
宋
に
生
産
階
級
か
ら
農
産
物
扠
を

_
入
し
て
製
作
品
拟
を
.
つ
く 

■り
、
次
年
度
の
はじ
.めに
地
主
階
級
へ
売
却
す
る
と
解
説
せ.ね
ば
、.牟
々
同
形
..

の
支
出
過
程
が
繰
り
返
え
さ
る
る
こ
と
と
な
ら
な
い
の
.で
あ
る
。：

斯

く

考え
る
.

時
製
作
品
拟
は
齋
産
物
矽
の
蔽
形
と
し
て
説
明
す
べ
き
で
は
な
ぃ
だ
ろ
ぅ
か
と

.
’ 

考
え
ら
れ
るC

本
稿
第
四
図
参
照
}
。

(6
)
坂
田
教
授
の
斯
く
：の
：如
き
考
え
方
の
適
否
を
，別

に

し

て

も

そ

の

表

現

の

方

■ 

法
に
も
問
題
が
あ
る
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る0
坂
田
教
授
は
農
産
物
ぉ
の
転
形
し
た 

製
作
品
E
が
地
主
階
級
に
売
却
せ
ら
る
と
簡
明
に
解
説
し
允
の
で
、
.農
産
物
6 

の
i

し
た
製
作
品
が
不
生
産
階
級
内
の
他
の
双
員
の
手
に
残
る
説
明
が
不
合 

理
と
な
る
の
で.あ
る
o
原
表
の
説
明
で
は
製
作
品
は
農
産
物
と
製
作
品

(
農

産
.

物

の
転
形)

.と
に
よ
り
て
作
ら
れ
る
も
の
と
す
る
の.で
あ
り
、，
坂

由

教

授
も
、
 

製
作
品
^
又
ぴ
の
場
合
は
農
産
物
^
と
濃
産
物
月
の
変
形
し
た
製
作
品
と
に
よ 

り
て
作
ら
る
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
製
作
品
^
が
つ
く
ら
る
る
時 

▲

産
物
5
と
製
作
品
一
単
位——

こ
れ
が
坂
田
教
授
が
年
投
資
とす
る
製
作 

品
：で
あ
る
と
考
え
ら
る
る
が-
—
と
を
も
つ
て
製
作
品
一
一
単
位

(

筆
者
は
こ
.れ
，
 

を
混
乱
せ
ざ
る
た
め
に
过
と

h

i

坂
田
教
授
は
こ
れ
も
農
産
物
丑
の変
形
と

九
Q C

五
三
四)

級
内
に
.あ
'り
て
、
'不
生
産
階
級
.の
階
級
内
，へ
の
.支
出
の
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ 

る
。
こ
の
製
作
品.
と̂
農
産
物
0
と
ょ
り
つ
く
ら
れ
る
製
作
品
ー
ー
単
位

0
と
ぴ 

の
内
、
製
作
品
ー
単
位

(

農
産
物
0
の
耘
形)

.は
生
産
階
級
に
売
却
せ
ら
れ
、
他 

の

一

単

位

の

製

作

品

拟

，
一

一

^
接
に
は
製
作
品
^
の
再
製
で
は
あ
る
が、
.そ
れ 

も
農
産
物
の
転
形
に
他
な
ら
な
いI

は
不
生
産
階
級
の
投
資
と
し
て
残
り
ハ 

こ
れ
と
農
産
物
玫
と
に
よ
り
て
、
ニ
単
位
の
製
作
品
迁
と
V
と
が
つ
く
ら
れ
、

本
年
度
と
同
じ
様
に
扭
は
地
主
階
級
に
、V
は
不
生
産
階
級
：の
階
級
内
の
使
用 

の
た
め
に
残
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

原
表
の
ジ
ク
ザ
ク
の
末
端
即
ち
各
年
度
末
に
於
て
、
不
生
産
階
級
に
は
製
作

_ 

品
の
代
金
と
し
て
地
主
階
級
か
ら
受
け
取
っ
た
貨
幣
の
申
㈱
と
生
産
吧
砠
か
ら 

受
け
取
っ
た
貨
幣
の
半
額
即
ち
合
計
一
単
位
の
貨
幣
額
と
製
作
品
の
一
単
位

£ 

又
は
拟
が
残
る
こ
と
と
な
る
が
、
：
こ
の
製
作
ロ
g
Eが
坂
田
教
授
の
説
く
と
こ
ろ 

で
は
そ
の
年
投
資
で
あ
り
、
不
生
産
階
級
に
：滞
留
し
、
.
農
産
物
ぉ
を
原
料
と
し 

て
購
入
す
る
た
め
に
生
産
階
級
に.支
出
せ
ら
れ
る
貨
•

一

 
単
位
が
筆
者
が
そ
の 

年
投
資
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
第
四
図
は
坂
田
教
授
の
解
説
に
従
ら

.て
そ
の
解
説
図(

本
稿
第
三
因)

を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

.

.

.

■

四
' 

,
 

..

-

第

四

、
：
.

経

済

表

各

版

の

相

違

に

就‘て
：
.'
 

( 

,:

.ヶ
ネ
は
経
済
表
初
版
に
於
け
る
如
き

r

四
西
リー

ヴ

ル

の

所

得

の
，
- 

.余
り
に
社
会
各
員
の
割
り
前
を
少
額
な
ら
し
め
ゾ
そ
れ
は
不
幸
を
被
は
ん
が
た 

め
に
、何
等
の
補
カ
剤
を
与
へ
る,

j:

と
な
く
し
て
：、
放
血
及
び
断

^
の
処
置
を
行
. 

，ふ
医
者
に
指
図
.せ
ら
：る
る
に
至
っ
，た
虛
脱
贏
瘦
せ
る
王
国
の
最
も
貧
窮
な
る

国
.. 

民
を
想
起
ぜ
.し
：む
る

」

が

故

に

，

「

第
二
版
匕
於
て
は
、
凡

べ

て
と
め
入
々
に
.そ 

.の
配
分
を
少
し
く
多
く:̂
:
ん
が
た
-^
に
^
基
本
^
す
る
地
主
め
所
得
を
六
哲
リ.
. 

丨
ヴ
ル
に
修
疋
せ
る
旨
を
ミ

1

フ
ボ
オ
侯
に
書
き
送
つ
て
い
：る

(ECOBOmic 

Journaly VO
L

 V
’ March, 1895, p.:

^
。̂
し
が
し
て
^
し
か
策
ニ
版
‘の

,.
. 

経
済
表
が
前
提
と
す
る
仏
蘭
西
の
農
業
の
再
建̂藤
は
、
.-
そ
の
初
版
が
：そ
の
領

土
約
一
億
ニ
千
万
ア
ル
パ
ン
の
四
分
ノ
一

 
に
当
る
良
地
三
千
万
ア
ル
パ
ン
に
大 

規
模
耕
®

が
実
施
せ
ら
る
る
と
せ
る
に
第
一
一
版
に
在
り
て
は
、
少
な
く
も
そ 

の
領
土
の
三
分
ノ
一
 

に
当
る
四
千
万
ア
ル
。ハ.ン
に
大
規
模
孰
作
の
行
わ
る
る
こ 

と
：を

前

提

と

し

(Tableau GECOno&que., p. v
i
:

邦
訳
岩
波
文
庫
本 

一一ーー5
、
双
田
訳
.
$ー|
0直)

；、
'
;初
版
の
経
済
表
.は
大
規
模
耕
作
地
に
使
用
せ
ら 

る
る
，馬
の
製

 
一■挺
の
三
分
.
i
を
、
第
二
版
、
第
三
版
の
表
に
て
は
そ
の
二
分 

ノ
ー 
を
そ
の
基
準
と
す
る
も
の
と'考
え
ら
れ
：る
。
ノ 

，
㈠
坂
田
教
授
.は
経
済
表
初
版
と
第
一

1

版
の
：異
同
に
就
て
三
階
級
の
支
出
の
基 

本
と
し
.て
の
地
主
階
級
の
純
所
得
が
四
百
リ

ー

ヴ
ル
か
ら
六
百
リ
ー
ヴ
ル
に̂ 

正
さ
れ
た
結
果
農
産
物
の
再
生
産
額
は

「

年
投
資
の
回
収
分

」

と
、
：：ぞ
の
生
む. 

苗
。ハ：I
セ
ン
ト
のr

純
収
獲」

' と
の
.合
針
八
.百
リ
I
ヴ
.ル
か
ら
一
千
一1百
1;
-
-
1 

,

ヴ
ル
に
訂
正
さ
れ
た
外
に
経
済
表
に
は
別
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た

「

ぼ̂

の 

利
子
の
回
収
分

」

一
一
一
百
リ
，
丨
ヴ
ル
を
計
上
し
て

.一
千
五
百
リ
I
ヴ
ル
と
し
た
こ 

と
，を

注

意

せ

ら

れ

る
.

( 「

訳
者
解
説」

'

一
六
頁)

。
こ
の「

投
資
の
利
子」

に
就 

■

て
考
察
す
る
に
ミ
ラ
ボ
オ
侯
の

『

経
済
表
と
義
説』

'
で
は
各
経
済
表
の
下
の 

附
記
に
原
投
資
の
利
子.の
外
に
年
投
資
の®
子
を
.も
夫
々
一
割
と
し
、
そ
の
回 

収
分
を
含
む
農
産
物
苒
生
産
額
：を
：
^

し
.て
い
る
。
第
二
版
の
■

『

経
済
表
の
説 

明』

：'に
も『

経
済
表
：の
分
析

』

.に
も
原
投
資
の
一
胃
の
利
子

の
み
を
J

y

^

J

r

 

•V
'る
ょ
ぅ
で
あ
る
が
、
：そ.の
パ
ー
節
に
、

年
投
資
十
億
五
：千
万
リ
ー
ヴ
ル
の
一
割 

の

利

子

を1
„億
'ー.干
万
リ
ー
ヴ
ル
と
計
^
じ

^

&
-^
§
 qEconomiq

'PJ
®

 

>

.

づ
：.

：邦
歌
農
波
文
庫
本
ー1三
貧
、
：坂
田
訳
本
三
〇
頁3:
又

「

原
投
資
と
年
投 

寶
と
の
利
子
1—
は
.生
産
證
自
身
に
同
収
名
る
べ
き
も
の
と
し
，

「

生
産
階
級
の

..

.

.

九
' 

I. 

(

al
.
_ 三
五-〕

,

ヶ
ネ
丨
経
済
表

(

原
S

の
疑
義
_

に
#
.
て



三
十
億
の
回
収
分
の
ぅ
ち.に
こ
，
の
階
敬
の
原
投
資
と
年
投
資
と

め
利

子

として
；：： 

の
十
億
の
，あ
る
こ
と
及
観
察
し
た

」

.(s
u
v
r
e
s

 

d
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邦
訳
岩
波
文
庫
本
六三
頁
丨
六HI

頁
、
.:
坂
田
訳
本
，一
，四
九
I

I
 
:五
_〇
- 

頁y

と
記
述
す
る
。『

経
済
表
：の
分
析』

に
使
用
さ
れ
る
数
字
の
基
礎
と.な
ぅ
.た
M
 

_『

農
業
哲
学

』
第
，七
：章

の

計

算

に

拠

れ

ば

農

産

物

「

取

引

，の
経
費
七
億
六
午
万 

リ

ー

ヴ

ル

と耕
作
に
用
い
ら
れ
名
役
畜
の
飼
料
九
億
リr.ヴ
ル

を含
め
て
農
産
' 

. 

物
再
生
産

総

額

は

六

十

三

偉

六

千

七

百

.ニ

十

万

リ
彳
ヴ
ル
と
な
ヶ(BMOSO

丨
 

phi© 

H
I
®
, 

p

*!.

P

龙
田
訳
.

『

経
済
表1

九
六
頁_

_
_
『

経
済
表
.の
分
析』 

第
四
考
察
で
はと
.れ
を
"六
十
三
億
七
千̂

リ
！
ヴ
ル
と
.概
算
：に
'て
記
載
'す
る
'
. 

——
s
u
v
r
e
s

 

d
e

 

.
5
v

-<o
u
e
s
n
a
y
.
p
;

 
3
2
0
.

坂
田
訳『

経
済
表』

ー
：五
一
.
こ 

:

頁)

、
前
記
取
^
の
藤
費
と
役
畜
.の
飼
料
の
回
収
を
除
く
農
囊
四
十
九
億
七.. 

百
.ニ
十
万
リ

ー

ヴ

ル

を.

『

経
済
表
の
分
析』

'で
は
五
十
億
リ
ー
ヴ

ル

と概
算
に
.. 

て
記
述
す
る
が
。

そ
，め

時

の
原
投
資
百
億

リ

ー

ヴ..ル
は『
農
業
哲
学』

：
に
；
^
 

' 

す
る
九
十
八
億
四
千
方
リ
ー
ヴ
ル
で
：あ

;!
)
、
純
収
益
十
九
億
迖
于
百
万
：リ

:1
.
;
ヴ 

ル
，を
年
々
生
む
年
投
資
、
：
一；

一十
億
リ

ヴ

ル
と
す
れ
ば
、
.原
投
資
は
そ
：の
五
倍
と
，

V 

な
る
。

■:
:

:

.■-

.

.

'

:■

.

,.
.
' 

一：-

.

;

’ ..
，
'
.
へ 

故

に『

籁
済
表
の
分
析

』

の

註

に「

年
投
資
は
耕
作
の
労
働
の
た
：め
，に
年
々

. 

行
わ
れ
る
支
出
か
ら
成
る
。.ど
れ
の
投
資
は
耕
作
：の
創
設

0
基
金
：.を

形

：づ<'
一 

り
.、
.年
投
資
'の
約
.五
倍
に
当
る
原
投
資.

Ayances'primi-tives

--
か
..ら
区
別
... 

さ
れ
な
け
れ
•は
な
ら
.な
い」

.

.

(
8
u
y
r
e
s
.
;

.>d
,
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'..
:

邦
訳
息
波
文
庫
本四
，七 

頁
、
坂
田
訳
本1

三
.
四直)

と
注
意
す
る
。
而

：し
て
農
産
物
取
引
に
使
弔

さ

る 

る

こ

の「

創
設
：の
：投

舊

た

る

原

藝

ニ

十

億

を

除

け

ば

農

業

ぞ

の

：も

：の
：：に
投

• 

.

.

. 

:

九
：

一:
1
(

五
.三
六)

、

V

.下
せ
ら
れ
：た
投
資
枕

七

^

八億

四

于

嘉

八

十

億

リ

ー

ヴ

ル

と

な

り

年

投

資

の 

■
四
倍
と
な
り
ノ
投
資
の
利
子
は
こ
の
原
投
資
め
利
子
八
億
と
年
投
資
の
利
子

^. 

:

億
と
6
合
計
十
億
リ
丨
ヴ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。.期
く
し
て『

農
業
哲
学』

の
第
九 

_ 

. 

■

章
萆
於
け
る
如
く
原
投
資
を
年
投
資
：の
四
倍
と
す
れ
ば
投
資
め
利
子
を
原
投
資 

バ
と
年
投
資
'の
未
^
の

~*
割
么
11
;
、.原
投
馨
年
投
資
の
五
倍
と
す
れ
ば
原
授
資.
 

V
の
.I

割
を
両
投
資
の
利
子
と
し
，ズ

.計
上

す3
も
の
と.考
え
ら
'れ

る

の

で

あ

る
 

,

(
p
g
l
p
H
e

 srale, 

p. 290:. iii

田
学
会
雑
：誌
：第
三
十
八
卷
第
一
一
'
号
七

 ̂

S
.
1
5
-

K

S0
 

-  ̂

.. 

: 

.
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' 

■ 
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.

'
.龄
坂
田
教
授
..は
経
済
表
の
初
版
と
第
二
版
と
の
間
に...
は
こ
.
.れ
等
.「

少
か
ら
，ぬ 

0 

<
0 

X

-
^
 
^

 

 ̂
%
 

第
一
版
か 

:

■.

ら
第
二
版
に
至
る
原
表
の
搆
想
ー
の
骨
子
に
は
根
本
的
な
変
化
が
な
い

」
(「

訳

者 

■
:
解
説」

：.ニ
.
<頁)

；
と
兮
る
も
尙
、
，
ヶ

ネ

I
の

靈

：の
初
版
の
原
稿
と
推
定
せ
ら 

る
る
：：

「

国
民
年
収
入
め.分
配
の
资
化
.に
つ
い
て
の
注
意」

に
あ
S '
ハ
億
が
年
所 

:

得
四
億
を
、'そ
れ
を
印
刷
せ
ら
れ
た
刼
版
：の

訂

1£
と
推
測
さ
れ
る
経
済
表
第
ー
一
'
， 

.

.版
のr

シ
十
リ
氏
主
国
経
済
の
抜
萃
じ
に
斯
^
^
九
億
が
年
所
得
六
億
を
獲
得
す 

る
.

(

坂
田
訳『

経
済
表』

！
^
 Variations du tableau econo

日ique

L
 

九
頁
..Tableau s

c
o
n
o
m
l
q
u
e

 by. J
V

<ouesnay,-D. 

3
:5
默

_ 

.岩
波
文
庫
本
三
.四
頁
、.：：坂
田
'訳
本
四
0
頁
参
照)

と
す
る
は
‘「

農
p

o
投
資
.

.■
■が
百

。ハ
；
，丨
セ
ン
ト
の
収

X
を
生
：む
と
い
ぅ
原
則
が
ま
だ
確
立
：さ
れ
て

.い
ず
、
生 

.産

.階
級
の
年
投
資
.と
.竝
ん
で
、
不
生
産
階
級
の
年
投
資
に
も
或
る
程
度
の
生
産 

性
が
認
め
ら
れ
で
い
る
の
で
は.な
.'い
か
と
の
疑
惑
を
懐
が
せ■る」( 「

訳
者
解
説J

ニ
八
冥 

>
.も
の
が
あ
る
と
'し

て「

根
本
的
な
変
化
が
な
い
と
言
ぅ
の
は;>…

 

大
胆
な
言
い
草
な
の
か
も
知
れ
な
いJ

-i
せ
^
れ
る
。

'

:

.

.

：E

こ
のT

注
意」

に
於
^
を
六
億「

抜
萃」

に
年
投
資
を
九
億
と
あ
る
の
は 

そ
の
経
済
表
の
両
側
の
註
に
地
主
階
級
の
所
得
四
百
即
ち
四
億
、
：
又
は
六
.百
即 

ち
六
億
の
支
出
か
ら
地
主‘
生

産
.
不
生
産
三
階
級
に
於

H
.
m

家
族
即
ちm

百.

. 

万
家
族
の
生
活
が
保
証
さ
れ
る
と
同
時
に
、
生
産
階
紙
の
経
費
の
半
額
は
人
間 

の
労
働
に
支
私
わ
れ
る
賃
銀
で
.あ
る
か
ら
二
百
即
ち
ニ
億
又
は
三
百
即
ち
三
億

. 

は
更
に
^I

.

に
雇
用
せ
ら
れ
る
労
務
者
の
一
家
又
は
百
万
家
..
^
の
生
活
を
維
持 

せ
し
め
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の.で
あ
る
が
、
こ
の
生
産
階
級
に
雇
用- 

せ
ら
れ
る
労
務
蜜
に
支
払
わ
る
る
の
は
そ.の
年
投
資
四
百
又
は
六
百
即
ち
四
偉，
. 

又
は
六
億
.の
一
部
で
あ
っ
て
、
：：そ
れ
奴
外
の
費
用
で
.は
な
い
。
こ
の
ぐ

「

注
意
1- 

に
投
資
を
六
億「

抜
萃」

.に
年
投
資
を
九
億
と
せ
る
は
、
.
年
投
資
四
偉
に
、
投.

.

資
の
利
子
一一

億
々
加
算
し
た
年
支
出
六
億
又
は
年
投
資
六
億
に
、
投
資
の
利
子 

三
億
を
加
算
し
た
年
支
出
九
億
を
不
正
確
な
表
現
か
ら
投
f

は
年
投
資
と
せ 

る
も
の
か
、
或
い
は
又
、'所
得
の
半
額
の
相
税
■を
考
察©-
対
象
と
し
て
、
：地
主.

.の
純
所
得
四
億
又
は
六
億
に
、

§

 

S
又
は
三
億
を
加
算
し
た
地
主
階
級
の 

所
得
六
億
又
は
九
億
を
部
.々
輝
ら
す
生
産
階
級
の
年
投
資
を
六
億
叉
は
九
億
と 

す
る
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
る
。

.■.

.

.

H
尙

又「

抜
萃」

の
註
㈠
に「

租
税
ニ
億
で
あ
る
と
す
れ
ば
創
業
の
投
資
の
原.
 

投
資
を
®

に
入
れ
な
く
て
も
年
投
資
は
少
な
く
と
も
十
二
億
で
あ
る
こ
と
が
.

ケ
ネ
ー
経
済
表.(

原
表)

の
疑
義
に
就
て

.必

要」
(
T
a
b
l
e
a
u

 

S
C
O
J
l
o
m
i
q
u
e

ぐP
,

 3

 

“
邦
訊
载
波
文
庫
本
三
四
頁
、

•
坂
田
訳
本
.四
Q
頁)

で
あ
る
と
す
る
は
、.ヶ
ネ
1
手
記
の
.

「

注
意J 
.で
地
主
階 

級
の
純
所
得
'四
障
と
す
れ
ば
租
税
ニ
億
を
考
慮
し
た
時
年
投
資
を
六
億
と
す
べ 

孝
ご
と
と
比
較
す
れ,
.第
一
：
藤

の

経

済

表

.に
地
主
階
級
の
純
所
得
を
六
百
即 

-
ち
汝
億
幺
修
芷
す̂

麗̂
は
当
然
三
億
に
訂
正
さ
る
べ
く
第
ニ
版
の

『

経
済 

表
.の
説
明』

に
，

「

地
主
の
.
1ハ
歉
.，の
収
入
は
そ
の
他
に
三
億
の
姐
税
を
予
想.'
-

. 

(Tableau s
c
o
n
o
m
i
q
u

®', p. y

 
•*
邦
訳
罟
波
次
庫
本
一
一•三
頁
、
.坂
田
訳 

本
三
o
頁)

し
て
：い
る
。
従
'っ
て
こ
の
時
の
租
税
を
含
む
地
主
階
級
の
所
得
九
. 

-億
を
与
え
る
生
産
階
級
の
年
投
資
は
九
億
と'な
る
。

：

，

.

.

.
従
.っ
て
^

を̂
ー
ー
葰
に
訂
正
せ
ず
ー
一
億
と
し
て
、

地
主
階
撒
の
所
得
を
純
所 

得
六
億
.に
.こ
れ
を
加
算
し
て'八
億
と
し
、
こ
れ
を
年
々
生
む
生
産
階
級
の
年
投 

'
.資
を
八
億
と
し
、.こ
.れ

に「

原
投
資
を
計
箅
に
入
れ
ず

」

只
投
資
の
利
子
を
.四 

億
の
.み
を
加
算
す
る
中
支
ル
は
士
ー
億
と
な
る
が
、
こ
れ
を
前
記
の
如
く

「

年 

終
^
;は
少
な
く
と
も
士
ー
像
で
あ
る
こ
と
が
必
要

」

と
せ
る
も
の
と
.考
え
ら
れ 

人
る
。：
従
っ
'て
租
税
を
正
し
く
三
億
と
訂
正
す
れ
ば
、
そ
の
時
の
㈣
ま
階
級
の
所 

'得
は
九
億
と
_な
り
、.斯
く
て
と
れ
を
年
々
生
む
生
産
階
級
.の
年
投
資
は
九
億
に 

て
、
，.投
資
の
利
子
を
そ
の
五
倍
の
原
投
資€>
.
.一
 
割
と
す
れ
ば
そ
の
年
支
出
は
十 

三
億
五
千
万
と
.な
る
も
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
に
十
分
ノ
ー

 
税
'.
一
億
五
千
を
加#

.

し
て
/
ミ
ラ
ボ
オ
侯
ばf

経
済
表
と
其
解
説』

.に
、
在
産
階
級
の
年
投
資
千
億* 

:
五
千
は
年
，々
地
主
階
級
の
所
得
総
額
十
'^
五
千
方
を
生
ず
る
も
の
と
し
へ
そ
の 

,

.串

.の
中
あ
^.
'
を
原
_

と
年
投
資
の
利
子
を
含
め
て
十
四
億
八.千
.八
百
三
十
三 

万
四
千
ゾ
ー
ヴ.ル
.と
；

し
て.い

る(

L
^
r
n
i 

des H
o
m
m
e
f

 

r vii.

• 

九11

一(

五
三
七

)
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.

厂㈤.ケ
.ネ
！
，手
記
の
'.
'
'

「

経
済
表」

に
三
階
級
間
の
点
線
が
そ
の
印
刷
ぜ
ら
れ
た.
 

-1
抜
萃」

の
経
済
表
と
異
な
り
、

」

不
坐
産
階
級
か
ら
も
冲
央
の
純
収
獲
へ
描fれ 

、
て
い
る
こ
と
か
ら
坂
田
教
授
は
再
生
産
せ
ら
ふ
る
純
m
獲
が
生
産
的
支
出
と
不 

生
産
的
茭
出
と
の
双
方
か
ら
結
実
す
る
か
の
ょ
う
な
疑
念
を
'応
持
た

.れ

.た
ょ 

う
で
あ
る
が( 「

訳
者
解
説
1
1一
八
頁)

こ
の
表
の
戌
^
は
鉛
筆
で
書
か
：れ
て
啦 

り
、〉

オ
ン
.
.ケ
ン
が
そ
の
：

『

経
済
学
史』

.に
複
写
せ
る
時
竹
明
ら
か
に
ベ
ン
に
て 

補
筆
せ
る
も
の
で
あつ
て
、

_

一
版
の
-

「

抜
萃」

■:の
表
が
生
産
階
級
と
地
主
階 

級
の
間
♦た
け
.

「

そ
の
生
む
純
収
S

と
記
入
し
て
こ
の
部
分
の
点
線
の
.，み
印
刷 

さ
れ
て
お
る
こ
と
か
ら
、
こ
の%
主
階
a：
と
不
生
産
階
員
と
の
間
の
鉛
筆
の
点 

線
は
不
生
産
階
級
の
：支
出
が
純
収
獲
に
関
係
あ
る
こ
と
を
示
め
す
も
の
で
な
く 

し
て
各
攔
の
行
を
正
す
べ
く
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

.

㈥
又
生
産
階
級
の
経
費
即
ぢ
中
支
出
が
百
パ'

—

セ

ン

ト

回

收

せ

ら

る

る
.：「

収 

獲」

を
衝
ら
す
と
言
う
の
.と
、
そ
の
年
投
資
が
百
。ハ：
丨
セ
ン
ト
の

「
純
収
獲
'— 

を
洱
生
産
す
る
とい
う
の
と
M
合
せ
ら
れ
、
S

正
確
な
ま
双」

が
用
い
ら
れ
て 

い
る
場
合
が
少
な
く
な.い
が
、
i

は
経
済
表
に
在
り
て
は
年
投
資
：の
純
収
益 

率
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
年
支
出
と
は
年
投
資
に
投 

資
の
利
子
を
加
算
せ
る
も
の
で
、
再
生
産
総
額
は
こ
の
年
支
出
の
百
パ
ー
セ
ン 

ト
の
回
収
と
年
投
資
の
百
パI
セ
ン
ト
の
純
収
獲
を
加
算
せ
る
も
の
と
考
え
る 

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
用
語
の
不
正
確
‘や
、
点
線
め
有

'

九

四.(

，五
.三
八
.

)

.

.

.

.

. 

'

'

•

*

.

.

.

 

.、

無
か
ら
し
て
経
済
表
の--
|生
産
階
級
の
年
奶
資
の
か
が
有
パ
：丨
：セ
ン
ト
の
.
ル 

:獲
を
生
む」

と
い
ぅ
基
本
構
想
を
覆
す
ほ
ど
の
意
味
に
拡
張
解
釈
す
べ
き
で
は 

な
い
と
す
る
坂
田
教
授0
意
見
に
は
同
感
.で
あ
る( 「

訳
者
解
説」

二
八
丄
一
九

頁
参
照)

。
，
V
: 

O

V
 
.

.

::
•

.

..

.

.

 

■

■•
•

 

•

.
㈦
経
済
表
の
解
説
に
直
籠
係
す
る
も
の.で
な
い
が
'第
二
版
の『

経
済
表
の 

説

明』

.

.
の
生
産
階
敬
の
富
の
総
額
を
計
上
す
る
項
の
邦
訳
は
岩
彼
文
庫
本
に
於 

,

て
も
、：
今
回
の
坂
田
教
授
の
翻
訳
に
在
り
て
も
、
適
当
で
な
く
左
記
の
如
く
訂 

正
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
文
章
と
数
字
と
が
ー
致
し
な
：

い
と
考
え
ら
れ
る
。

-
■
.

-

.■
: 

- ■ 

. 

■ 

-

「

年
々
苒
生
産
せ
ら
る
る
収
獲
二
十
五
億
四
千
三
百
三
士

 I

万
ニ
千
リ
丨
ヴ 

ル
.の
内
、
純
収
穫
と
し
ャ
十
億
五
午
万
リ
ー
ヴ
ル
を
生
産
す
る
土
地
は
年
利
三 

..分

三
厘
余
.の
割
合
で
鬼
積
れ
ば
、
こ
の
見
地
に於
て
一
一
音
三
十
四億
五
千
五
百 

方
リ
ー
ヴ
ル
の
富
で
あ
る
。
こ
れ
に
原
投
資
四
十
三
億
三
千
三
百
三
十
四
万
リ 

丨
ヴ
ル
を
加
算
し
な
け
れ
ばな
ら
な
.

'

い
。
其
の
合
計
は
三
百
七
十
七
億八
.千
八 

百
.三
十
四
万
リ
ー
ヴ
ル
，で
あ
る
。
更
に
之
に
：年
々
の
収
額
二
十
五
億
四
千 

三
百
三
十
ニ
万
'ニ
千
リ
ー
ヴ
ル
.を
加
算
す
れ
ば

.生
産
階
級
の
富
の
総
額
は
経
費
を
含
め
て
：
：
：
.四
百
三
億
三
千
百
六
十
六
万 

リ
ー
ヴ
ル
 J

^
fo
^
o目

QEconoioique., p. viii :

邦
訳
岩
波
文
庫
本
一
一 

六
頁
、
坂
田
.訳
本
三
三
頁
参
照)

。

土
地
を
資
本
に
還
算
す
る
に
年
利
三
分
三
厘
余
と
す
る
が
、
こ
れ
は

「

ーーーナ 

.ド
ニ
工
.に
対
す
る
.
}
.
ド
.ニ
工
■の
割
合」

s
u
r
1
®

u
®eu
a
u
.
d
o
m
i
e
r
.
3
0

即
ち

級 階 主 地  

額 得 所
益収総

十

分

ノ

磁

m .純

所

得

M

収

益 ,

年

支

出

回

収

o

o

o

s
o  
■、
o
o
o

§

3

8
<o

o

o

g

8

§
8

五
o
、

§

S

>
o>

o

. o

o

六

B

c>

g

o

o

o

o

Q

四

八

S

o

o

九
五
ン(

五
三
九)

，

れ
る
数
字
を
比
較
表
示
す
れ
ば
次
表
の
如
く
な
る
の
，
で
あ
る
。

総

舣

年

支 :

出

出 支 年 蹟 .

拱 '

■j1'

資

投生

資産

ト階

収紙

益ノ

子 利 投

資 :

利

年

投

資

利年 

投 

子資

利原 

投

辛資

五

3
ニ

o

o

，■

£•=5̂

o

O

。

o

o

o

. - -；*

O
o
c=>

四
四

o

o

_ ， *

o

o

8
o

四
..A

巨

■§

<2>

2 ヶ. 

済ネ 

表 

第 1

版

八
一，

§

o

C 3

/ V

S

8

i

< o

8

百

四

o

o

S
7 %

四

< o

S
o

o

o

o

o 0
0
0
A
S
1
!
し
丨
細
丨
t
S

つ 、'

経 ；

其怃

解

説

「

三
十
分
ノ1

の
割
合」

で
あ
る
が
、
バ
ゥ

H

ル
の
解
説
で
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト 

と
印
刷
さ
れ
て
い
る(

E
c
o
n
o
m
i
c

 

J
o
u
r
n
a
l
,
v
o
L

 

v
.

 

p
.

 

1
4
)
。

従
っ
て 

舞
出
博
士
も
そ
の
.ま
ま「

三
〇
％
に
て
資
本
化
し
た
る
も
の」

'(

山
崎
教
授
還
曆 

祝
贺
記
念
論
文
集『

経
済
学
研
究』

'一
二1

頁)

と
せ
ら
る
る
が
、
ミ
ラ
ボ
オ 

侯

の『

経
済
表
と
i

説』

で
は
純
収
獲
十
億
五
千
万
を
年
.々

苒
生
産
す

る
土
，
 

地
を
正
確
に
三
十
分
ノ
ー 
の
^
ム
ロ
で
豸^
し
‘て
三
百
十
五
億
リ
ー
ヴ
ル
の
価
値 

と
計
上
し
て
い
る(

I
/
A
m
i

 

d
e
s

 

H
o
i
m
n
e
s
.
>

 

t. 

Y
i
i
'
p
.

 

6
8
)
。

㈧

一
国
.の
富
の
；̂

に
就
て
ヶ
.ネー

の
第
二
版
の
.

『

経
済
表
の
説
明

』

.とミ

.
 

ラ
ボ
ォ
侯
の『

経
済
表
と
其
解
説』

'と
を
比
較
す
る
：に
、
，
ヶ
：ネ
ー
は
こ
の
生
產 

階
級
の
富
四
百
三
億

11

一
千
百
六
十
六
方
ニ
，千
リ
ー
ヴ
ル
に
不
生
産
階
級
め
富
と 

b
て
®

す
る
総
額
百
七
十
五
億
一
一
千
五
百
方
リ

ー

ヴ
ル
、
.
約
百
八
十
億
リ
ー 

ヴ
ル
を
加
算
し
て
一
国.の
富
の
，総
額
五
瓦
七
十
八
億
五
千
六
百
六
十
六
万

ニ
. ：

千

：
 

:

リ
ー
ヴ
ル
を
約
.五
百
九

十

億

リ

ー

ヴ
ル
と
し
誤
差
を
増
減
一
一
ナ
分
ノ

 
一
 

v
^
.
i 

し
て
五
百
五
十
億
乃
至
六
苗
億
リ
.
丨

ヴ
ル
と
す
る(Tableau- s

c
o
n
o
m
i

丨 

q
u
p
v 

p, x
i
”

邦
訳
岩
波
文
庫
本-:
1
.八
頁
、'坂
田
訳
本
5-
七
頁
>が
ミ
ラ
ボ
ォ
：
 

侯

のr

経
済
表
：と
其
解
説

』

で
は
生
産
階
級
の
富
の
総
額
を
三
西
八
十
三
億
七 

，
千
；白
六
十
七
万
四
千
リ

I

ヴ
ル
と
訂
IE
し
、
こ
れ
に
不
生
産i

の
富
と
し
て 

_

す
る
鑛
百
六
十
！
億
一
一
，千

五

百

方
リ
丨
ヴ
ル
を
加
算
し
た
、

I

国
の
富
の 

.総
額
五
百
&
十
八
億
九
千
六
百
六
十
七
万.四
千
リ
|
ヴ
.ル
.を
.；ヶ
.ネ
ー
の
如
く
増 

.

減
一
一
十
分
ノ
ー

 
を
板
定
せ
ず
し
て
概
算
し
て
五
百
五
十
篇
リ
ー
ヴ
ル
と
す
る 

(
I
/
A
m
i

'c
u
e
s 

S
O
O
R
D
P
©
m
.

t. 
备

，p.. 
6
00)

。
こ
の
ニ
つ
の
書
物
に
記
載
さ

:

.
ヶ
ネ
ー
経
済
表(

原
表)

の
疑
義
に
就
て
':
'
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奪

階

m
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霄

土
地
ノ
資
本
価
値
：

.

原

：
投

.：
総
；：

額
"

#

幾
5

;
額
一

ぺ

国
.富

士

：計
.■
 

.-

等
.

.原

.投
資
，.総額

_
>
.

，'
年
: .

投

.

賢

，
額 

生
，：

^

:

幣

：
総
: 

■額

産

家

屋

総

額

喈

家

財

総

顧

級

：
貴
、
命

屈

総

，
額

.
武
器
•
公
共
建
物

，序

：生

鹿
階
級
ノ 
：富

'
一
 

'国
'ノ 

.富

.ノ
総
い
.額
.

九

六

(
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五
四
〇
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ケ

才
-
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I
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絰

済

表
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説
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芎
l

i
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聶
o

§
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ボ
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ー
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8
a
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i
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野
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村
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太
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田
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吉
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小

池

基

之

i
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■

「

経
猜
学」

.。の

.効

.用…

.

想

都

わ

す

れ

-
:
:
:

随

こ

と

ば
• 

： .
.

.

.

.

.

.

.

• 

： 

：
：
：

.
地
主
制
と
：部
靜
狹
序

：

.
L

 

.

.

.

.

,神

武

景

気

0
行

衛
.
；
：
：
：
_
:
:
.
:
:
:

.

.一-

景
M-
観
測
め
.仕
方 

.
論
.
理
.
の
：：世
界
.
.，

(

中〕

-.
-:
:
: 

•
.
:

:

入
類
学
め
応
用
.

…

.

…

：
：
.
.

…

：
.

…

：

と

遗

伝

，

(

一.

)

‘

ロ
：：

マ

ン

派

初

期

か

ら

中

期

へ：
：…

…

音
楽
講
座
㈥

——

:

; 

.
,
.
-
.

<>
定
価一：：

へ
部
H
1
Q
B
:

1

年
一
.

1.

一
六
〇
丙
：，
.書
店
へ
直
接
御
申
込
下
さ

野 水 縝 沢 . 武 : 

村 野 田 田 • 村
, ，.ぐ'.* ' ...'.

光 虎 、昭 允 成 、 

— 款 義 茂 雄

I

I

賴
：，

.
靡

.長 

' 
守

：
.善

著

;

:■
:

:し
.
.
-

.

『

経

済

政

策

の

:;
-趣

•論

』

，：

■ 

■ 

■ 

■ 

; 

. 

- 

■

.

: 

.

.こ
の
Mi
®
は
経
ぼ
砠
_
の
，|

と
し
て
®
も
基
本
的
な
ニ
つ
の
問
題
を
取
り 

扱

？
て
■い
る
。
.そ
の
一
つ
は
、
経
済
政
策
の
目
的
す
な
わ
ち
^
^
判
断
に
関
す 

る
も
の
で
あ
り
、
他
め
一
つ
は
、
経
済
政
策
の
行
わ
れ
る
場
と
し
て
の
経
済
体 

制
の
間
題
で
あ
る.
.:
磐
に
つ
い
て
.は
、
第
一
章
，
経
済
理
論
と
経
罾
砠
罾
、

第
一1

章

.経
済
政
策
の
目
的
、
第
三
章
默
生
経
済
学
と
い
ぅ
順
序
で
'ー
ニ
〇
. 

頁
が
割
か
.れ
、
後
者
に
'つ
い
て
ば
、.第
四
章
,経
済
体
制
諭
と
し
て
残
り
の
約.

ー
0
〇
頁
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る。

.

.

.

.著
者
は
初
め
に
価
値
判
断
の
問
題
に
関
す
る
在
来
の
見
解
を
概
括
し
、
，
.第
二 

章
に
お
い
.て
こ
れ
ら
の
見
解
を
そ
の.特
微
に
し
た
.が
っ
て
三
種
に
分
類
さ
れ 

る
。

そ
：の
一
'
.つ
は
、
経
済
政
策
の
目
的
に
は
倫
理
的
な
価
値
が
不
可
避
的
に
は 

い
り
こ
む
こ
と
を
、玉
張
す
る
も
の
、

.そ
の
一
一
つ
は
、
.究
極
の
自
的
に
た
い
す
る. 

反
省
を
中
断
し
て
、.
目
的
と
手
段
と
に
つ
い
て
の
効
果
関
連
を
問
ぅ
に
止
ま
る 

も
の
、
そ
の
一一一つ

い
ぅ
社
会
現
象
そ
の
も

 

'の：_の
中
か
：ら
経
済
政
策
の 

塞

目

的

：が
確
定
さ
れ
う
る
と
考
え
る

%'
:
の
.で
ぁ
る-0
前
の
ニ
種
.の
見
解
に
た い

し
：て
著
者
は
批
判
的
で
あ
り
、
第
三
：の
立
場
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
の
立
場
と 

す
る
0
第
ー
.の
倫
理
主
義
の.そ
れ
は
、
_紹
介
者
自
身
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ 

る
。
著
者
が
こ
れ
を
排
す
る
主
た
る
理
由
は
、
倫
理
的
な
価
値
の
規
定
が
抽
象 

的
で
あ
.っ
.て
、
.具
体
的
内《

<
^
:を
持
た
な
ル
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
種
のM
 

論
は
社
会
哲
学
の
領
域
に.属
し
、
.経
済
政
策
学
の
扱
う
べ
き
領
域
に
属
す
る
も 

の
で
ぱ
，な

い

と

い

う

こ

>
で
あ
る
？
し
か
し
な
が
ら
わ
た
く
し
を
し
て
い
わ
し 

め
る
な
ら
ば
、
抽
象
的
で
あ
る
こ
と.は
、
む
し
ろ
®

の
当
然
の
性
質
で
あ
っ 

て
、
.そ
れ
.を
非
難
す
.る
い
わ
れ
は
な
い
。
：大
切
な
点
は
そ
れ
が
形
式
的
な
規
定 

で
無
内
容
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
：
た
と
え
ば
経
済 

性
の
原
則
の
如
く
、
最
小
手
段
、
最
大
満
足
を
も
っ
て
人
間
の
経
済
行
為
の
原 

則
と
す
る
場
合
、
手
段
や
満
足
の
内
容.に
づ
い
て
な
ん
の
規
定
も
な
く
、.
し
た 

が
っ
て
、
©'
小
.と
い
？
て
%-
最
大
と
い
っ
：て
も
、
ひ
と
び
と
の
任
意
の
決
定
事 

項

'^
あ
る
場
合
、：
か
か
る
行
為
の
準
則
は
、
形
式
的
で
あ
り
、
無
内
容
で
あ
る 

と
.い
う
に
つ
き
る
一
。
わ
た
く
し
が
著
者
の
支
持
す
る
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
の
立
場 

に
つ
い
て
そ
の
形
式
主
義
を
批
判
す.る
の
も
、
そ
の
故
で
あ
る
。
し
か
る
に
倫 

理
的
f

.の
問
題
に
つ
い
て
は
、
，
た
と
え
ばィ

ギ

リ

ス流
の
功
利
主
義
に
せ 

夂
、
'
.
ド

ィ

ッ流
の
人
格
主
義
に
せ
ょ
、
抽
象
的
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
単
な 

る
形
式
主
義
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

.

さ
ら
に
、
著
者
が
批
判
す
る
第
二
の
論
点
、
す
な
.わ

ち

倫

理

的

蟹

が

経

済 

敗
策
学
.

q

取
り
扱
う
べ
き
領
域
に
属
さ
な
い
と.い
う
意
見
は
、
経
済
政
策
学
の 

領
域
を
ど
5:
'限
定
：す
、る
か
.に
..依
孩
す
を
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
考
え
方
に 

よ
れ
ば
.、.
.
^
^
办
問
題
は
経
'済
現
象
¥
附
著
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

f


